
森
林
経
営
管
理
制
度
と
は

　

昨
年
４
月
１
日
か
ら
、
新
た
な
森

林
管
理
シ
ス
テ
ム
「
森
林
経
営
管
理

制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
管
理
が
さ
れ
て

お
ら
ず
、
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い

人
工
林
を
、
市
町
村
が
仲
介
役
と

な
っ
て
森
林
所
有
者
と
林
業
経
営
者

を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
適
正
な
森
林
整

備
を
進
め
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

経
営
管
理
に
適
し
た
森
林
は
集
約

化
を
進
め
、
木
材
生
産
の
場
と
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
森
林
所
有
者

が
適
切
な
時
期
に
伐
採
や
造
林
、
保

育
を
行
う
責
務
が
明
確
化
さ
れ
る
と

同
時
に
、
所
有
者
自
ら
が
管
理
で
き

な
い
場
合
、
町
に
そ
の
管
理
を
委
託

し
、
町
は
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業

経
営
者
に
再
委
託
す
る
こ
と
で
、
林

業
経
営
の
効
率
化
と
、
所
有
者
不
明

の
森
林
等
の
管
理
を
受
け
入
れ
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役

割
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
に
は
手
入
れ
が
必
要
で
す

　

富
士
見
町
は
総
面
積
の
約
７
割
が

森
林
で
す
。
森
林
は
、
木
材
を
生
産

す
る
場
だ
け
で
は
な
く
、
雨
水
を
山

に
溜
め
る
機
能
（
か
ん
養
）
に
よ
っ

て
土
砂
崩
れ
等
の
災
害
を
防
止
す
る

「
自
然
の
ダ
ム
」
と
し
て
の
役
割
が

あ
り
ま
す
。

　

人
工
林
は
、
人
が
手
を
加
え
続
け

な
け
れ
ば
根
が
成
長
せ
ず
、
生
育
不

良
な
樹
木
が
増
え
る
ほ
か
、
下
草
が

育
た
な
け
れ
ば
、
森
林
が
本
来
持
つ

生
物
多
様
性
の
保
全
や
災
害
防
止
な

ど
の
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
う
た

め
、
適
切
な
管
理
を
続
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

豊
か
な
森
林
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
や
多
様
な
生
物
が
共
存
す
る
場
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
に
安

ら
ぎ
を
と
憩
い
を
与
え
て
く
れ
る
か

け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

　

安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
を
し

て
い
く
た
め
に
も
、
適
正
な
管
理
と

森
林
整
備
に
よ
っ
て
、
こ
の
豊
か
な

森
林
を
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

　
「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
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問
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業
課 
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林
保
全
係　
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間伐しないと

1本1本が十分に日光を受けることができず、木は細長
く弱くなります。また、林内にも光が入らないため、
下草や低木が育ちにくくなります。

森林経営管理制度の仕組み
　経営管理が行われていない森林について、市町村が仲介役となり、

森林所有者と林業経営者をつなぐシステムを構築し、担い手を探します

これまでは
森林所有者自ら
または民間事業者に
委託し経営管理

新たな制度を追加

経営管理を
委託

林業経営に
適した森林

意欲と能力のある
林業経営者に再委託

市町村が自ら管理
▶委託業務発注

林業経営に
適さない森林

※森林所有者から市町村への申出も可能です

意向を確認

市町村森林所有者
※所有者不明森林にも対応
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町
の
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
適
正
な
森
林
管
理
に

つ
な
げ
る
た
め
、
現
地
調
査
お
よ

び
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
を
行
い

ま
す
。

　

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

①
経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い

森
林
の
調
査
を
実
施

②
意
向
調
査
の
対
象
森
林
と
実
施

予
定
時
期
の
決
定

③
森
林
所
有
者
へ
経
営
管
理
に
対

す
る
意
向
調
査

④
森
林
管
理
集
積
計
画
を
作
成

⑤
森
林
所
有
者
お
よ
び
権
利
者
の

同
意
を
取
得

⑥
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
は
、

林
業
経
営
者
に
再
委
託
、
林
業

経
営
に
適
さ
な
い
森
林
は
、
町

が
自
ら
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り

森
林
整
備
を
行
う

　

森
林
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。

こ
の
森
林
資
源
を
次
世
代
へ
と
つ

な
い
で
い
く
た
め
、
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
と

　
　
　
　
　
　
森
林
環
境
税
・
森
林
環
境
譲
与
税

　

平
成
31
年
３
月
、「
森
林
環
境
税
及

び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
」

が
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
国
民
一
人
ひ
と
り
に
課
税

さ
れ
る
「
森
林
環
境
税
」
と
、
森
林

整
備
等
を
実
行
す
る
市
町
村
へ
、
集

め
ら
れ
た
金
額
を
配
分
す
る
「
森
林

環
境
譲
与
税
」
か
ら
成
る
も
う
一
つ

の
森
林
の
新
制
度
で
、
地
球
温
暖
化

や
災
害
を
防
ぐ
た
め
、
森
林
整
備
等

に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に

作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
は
、
間
伐
や

人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
、
木
材

利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
等
に
充
て

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
使
い

方
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
利
用
し
て

公
表
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
「
森
林
環
境
譲
与
税
」

の
市
町
村
等
へ
の
交
付
が
始
ま
っ
て

お
り
、
町
で
は
「
森
林
環
境
譲
与
税
」

を
活
用
し
て
、
緩
衝
帯
を
設
置
す
る

な
ど
の
森
林
整
備
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

森
林
経
営
管
理
制
度
の
財
源
と
な

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
森
林
整
備
に
欠
か
せ
な
い
仕
組
み

で
す
。

　地球温暖化や災害を防ぐため、森林
整備等に必要な財源を安定的に確保す
る観点から、国民一人ひとりが等しく
負担を分かち合って森林を支える仕組
みとして導入される国税です。

森林環境税とは

【課税額】1,000円（年額）
【施　行】令和6年1月から

　人口や私有林人工林面積、林業就業
者数等によって市町村に配分され、適
切な森林整備のために活用される、国
からの交付金です。
　令和元年度から配分は始まってお
り、森林整備等に充てられます。

森林環境譲与税とは
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